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【所属名：総務部企画定住課】 

【会議名：第５回糸魚川市総合計画審議会】 

 

 

会 議 録 

作成日 令和３年 11月 15日  

日 令和３年 11月 11日（木） 時間 13:30～15:40 場所 市役所 ２階会議室 

件 

名 

・審議事項 

 ⑴第３次糸魚川市総合計画修正案について 

出 

席 

者 

【委員出席者 17人】 

池田七菜、齋藤伸一、渡邉秀幸、榎木園薫、青木和人、松本香織、榊厚志 

小林修、猪又千恵子、仲林智志、丸山理恵、山本習子、松木美沙子、保坂史子 

磯貝誠、鈴木秀城、斉藤直文 

【委員欠席者 10人】 

  小野雅子、木嶋貢、髙瀬吉洋、渡辺康太、龍見和弦、稲葉淳一、猪又直登 

山岸喜治、田中昌美、水嶋聡 

【事務局出席者 ５人】 

五十嵐総務部長 

企画定住課（渡邊課長、中村課長補佐、内山係長、縄主査） 

傍聴者定員 － 人 傍聴者数 － 人 

 

会議要旨 

 

１ 開会（13：30） 

  

２ 会長あいさつ 

  これまでの審議会、分科会を通じて、委員の皆さんから提案していただいた意見が反映さ

れた計画案ができたのではないかと考えている。皆さんの力でまとめられたものであり、こ

れまでの協力に感謝する。 

  本日は、市議会やパブリックコメントを通じて寄せられた意見に対する修正案について、

審議いただく。 

本日をもって最後の審議会となるが、これで計画はできたとしても、それを実行に移すの

は行政である。我々審議会にできることは限られるが、これまでの検討や行政との対話を通

じて、将来の糸魚川市をどうしたいのか、また、今後市に検討してほしいことなどを直接投

げかけができたのではないかと考えている。 

本日も活発な議論となるよう、修正箇所だけではなく、全体を通じて気付いた点があれば、

積極的に発言してもらいたい。 
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３ 審議事項 

 ・以降、総合計画審議会条例第６条第１項の規定に従い、鈴木会長に議長をお願いし進行。 

 

⑴ 第３次糸魚川市総合計画修正案について 

 ・企画定住課縄主査から、資料に基づき主な修正点を説明。 

  

【質疑・意見】 

（委員） 

 ・「一人ひとり」という表記について、国や他市の状況は。 

（事務局） 

 ・公用文では、基本的に漢字表記だが、糸魚川市では、過去から「一人ひとり」という表記

を用いていたこと、また、柔らかさを表現するため、漢字ひらがな併記としたい。 

  なお、他市においても取扱いは様々で、「一人一人」もあれば、「一人ひとり」もある。 

（委員） 

 ・先日、水道料金改定の説明会に参加したが、水道料金の値上げに関することは総合計画に

記載しなくてもよいか。 

（事務局） 

 ・個別の事項ではなく、方向性として「将来にわたって持続的に事業を運営していくため、

料金等の見直しに取り組むほか」と料金改定についても記載している。 

（会長） 

 ・年齢３区分の説明があった方が良いのではないか。 

（事務局） 

 ・序論に年齢３区分の説明を追加する。 

（委員） 

 ・36ページ現状と課題の１点目、「自立した生活を送れない期間」となっているが、「サポー

トが必要な期間」と表現した方が良いのではないか。 

（会長） 

 ・39 ページ施策の方向の２点目、「検討を進めます。」という表現が回りくどい。「検討しま

す。」ではだめか。 

（事務局） 

 ・表現について見直す。 

（委員） 

 ・「障害」も「障がい」と表記した方が良いのではないか。 

（事務局） 

 ・国の計画や法律等との兼ね合いもあるが、担当課を含めて検討してみる。 

（委員） 

 ・高校の魅力化について、白嶺高校では、糸魚川ジオパーク協議会と連携協定を締結し、協

働で取組を進めている。ジオパークの項目でも、「市内高校をサポートしていきます」とい

うような表現を追加してもらいたい。 

（事務局） 

 ・「ジオパーク学習の推進」に含まれていると考えており、具体的な取組を今後更に進めて

行きたいと考えている。 

（委員） 

 ・71 ページ施策の方向の３点目、「中心市街地以外にも、市内には魅力的な・・・」の「以

外にも」を「に加え」の方が良いのではないか。 
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（事務局） 

 ・表現について見直す。 

（委員） 

 ・今回の修正案に漁業の分野で、資源保護や密漁対策に関する観点を入れてもらったので、

よかったのではないかと考えている。 

（委員） 

 ・とても分かりやすい計画になったと考えている。今後ホームページ等で公開する際には、

関連する部分を紐付けたり、参照箇所をリンクできるようにすれば、市民にとっても使いや

すい、分かりやすい計画になるのではないか。 

（委員） 

 ・今後、製本する際には、多言語版ややさしい日本語版を作ってもらいたい。 

（委員） 

 ・95ページ施策の方向の１点目にハザードマップの見直しとあるが、活用という観点も追加

してもらいたい。 

（委員） 

 ・95ページに福祉避難所の観点も追加してもらいたい。 

（委員） 

 ・33ページの自治体新電力事業の地区内発電所のイメージが水力と太陽光となっているが、

ここに風力は追加しないのか。 

（事務局） 

 ・これまでも風力発電の取組を行ってきたが、経費的に合わない面がある。現在有効と考え

ているものを例示させていただいたもの。 

（委員） 

 ・120 ページ、第６章第１節第１項「行政の電子化・情報化の推進について、言葉の意味が

分からない項目が多い。 

（事務局） 

 ・一部表現を見直すとともに、分かりにくい言葉には注を付けるようにしたい。 

（委員） 

 ・123ページの施策指標について、職員数のみでよいのか。 

（事務局） 

 ・再掲となるが、市民の満足度を指標として追加したい。 

（会長） 

 ・職員数についても何人が適正か、目標を市民に示した方がよいのではないか。 

（委員） 

 ・121 ページ施策の方向の２点目のマイナンバーカードの利便性向上に関連して、市独自の

機能をマイナンバーカードに付けて、市民の利便性向上に努めてもらいたい。 

（委員） 

 ・54ページのトピックについて、このような現状は問題であると考える。ぜひ市民向けの概

要版では、このような問題・課題を明確にしてもらいたい。 

（事務局） 

 ・概要版については、来年の１月以降に作成するため、いただいたご意見も踏まえ、内容を

検討したい。 

（会長） 

 ・121 ページの施策指標について、ＬＩＮＥ登録者数と特定のアプリの名称を出すのはいか

がか。 
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４ その他 

 ・事務局から今後の進め方について説明。 

  本日の意見を受けて最終調整を行い、11/17に最終答申をいただく予定としている。 

  基本構想については、12月議会に議案として提案し、審議いただく。 

  来年１月以降に製本を行うとともに、概要版を作成し、４月頃全戸配布の予定としている。 

 

５ 閉会 

（副会長） 

  会長からの挨拶にもあったが、これからの糸魚川を築いていくための指針として、これま

での審議を通して、第３次総合計画を良い物に仕上げていただいたのではないかと考えてい

る。 

  本日の意見も踏まえ、最終答申をさせていただく。委員の皆様からは、長期間にわたり慎

重なご審議をいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 


